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1. 編集方針——リゾーム的読みの促進  
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4. 講評  
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 政治は、とかく行政の機能と混同されやすいように思われるが、本書が全体を通して示
すように、政治とは、深い思索との繋がりを持ったより根源的なものであろう。行政の機
能に対してはある程度の固定性が不可避的に要求されるが、政治はその深部において、思
索と連携し、つねに動きうる。そして、今まで光が当てられていなかった政治の局面に光
を当て、世界の見え方を一変させてしまうようなことこそ、international relations のはたら
きであろう。 
 本書は、哲学と政治とのあいだを、自らの感覚に則って自由に動く、その動き方の手引
きとなるのではないだろうか。本書の可能性は、読者に託されていると言える。 
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